
資料５ 

29 

 

  



資料５ 

30 

 

 

目標４ 子育ての喜びや悩みを分かち合える環境づくり 

施策１ 子育ての仲間づくりの場の提供 

現 状 

子育ての孤立を防ぎ、気軽に親子が集える場として、さわやか保健センターの子育て支

援センター、地域子育て支援センターとあわせ、つどいの広場を展開しています。こうし

た子育て支援施設は、特に未就園児の子育て家庭にとって、同年齢の子どもとの交流の場

となっています。ニーズ調査の事業の認知度についてみると、つどいの広場は６割程度の

人が「知っている」と答えています。現在就園していない人の利用意向は、３割程度とな

っており、利用者数の増加に向けて、さらなる周知と活動の充実が必要です。 

ニーズ調査の同年代の子どもを持つ親同士の付き合いについてみると、「子育てのこと

を相談したり、話したりする友人がいる」が就学前児童、小学生ともに６割台と最も高く

なっている一方で、「同年齢の子どもの親との付き合いはあまりない」は就学前児童で約

３割となっており、前回調査から１割以上上昇しています。 

 

施策の方向 

気軽に親子が集え、不安を解消するための相談の場としてつどいの広場等を展開すると

ともに、子育てサークル等市民の自主的な活動を支援し、孤立の解消と親子の交流の促進

を図ります。 

 

主な事業 

 

事業番号 事業名 担当課 

113 つどいの広場の充実 子育て相談センター 

114 子育てサークル活動の支援事業 子育て相談センター 

115 ツインズ・フレンズの充実 子育て相談センター 

116 児童館運営事業 子育て相談センター 
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施策２ 親育ちを支援するサービスの充実 

現 状 

子どもの育ちにおいて家庭の役割は重要であり、乳幼児期からの親子のふれあいや身近

な大人との愛情による関わりを通じて、子どもは自立した大人に向けて成長していくため

の基盤を築きます。 

本市においては、各認定こども園、幼稚園および保育所（園）や小学校で保護者向けの

研修会を開催するほか、乳幼児健診の機会を活用した「絵本 de うちどくサポート広場」

や「ブックスタート事業」を実施し、家庭読書の啓発と本を通して親子のコミュニケーシ

ョンを図るきっかけづくりを支援しています。 

 

施策の方向 

子どもの発達や成長に最も影響を与える家庭において、子どもの育ちをしっかりと支え

ていけるよう、様々な学習機会と情報提供に努め、親子の育ちを支援します。 

また、各種講座の開催にあたっては、これまで市の講座等に参加したことがない人でも

気軽に参加できるよう、保護者や地域のニーズを踏まえた講座内容や開催方法、情報の提

供方法等の工夫を行います。 

 

主な事業 

 

事業番号 事業名 担当課 

117 妊婦教室 子育て相談センター 

118 ブックスタート事業 子育て相談センター 

119 家庭教育に関する学習機会の提供 幼児課 

120 家庭教育サポート事業の推進 生涯学習課 
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施策３ 子育て支援ネットワークの推進と情報提供 

現 状 

子育て支援センターは、親子の交流や総合相談の場としての機能を担い、子育て世代の

不安解消や情報提供を行っています。また、子育て支援拠点施設として平成 30 年に新規

開設した「ミナクサ☆ひろば」は、利用者数が増加しており、今後は相談機能のさらなる

周知が求められます。 

また、利用者支援事業では、保育コンシェルジュを設置しており、窓口や電話で子育て

についての相談支援を行っており、ニーズの高いサービスとなっています。 

子育て情報の提供については、子育て家庭が必要な情報を的確に得られるよう、子育て

応援サイト＆アプリ「ぽかぽかタウン」やホームページ、広報、パンフレットなどにより

情報提供に努めています。また、転入者への情報提供については、転入時に本市の教育・

保育環境や子育て支援についてのパンフレットを配布するなど、情報提供を行っています。

必要な時期に、必要な情報が得られるよう、わかりやすい情報提供が求められています。 

 

施策の方向 

子育て支援センターは、令和２年以降（仮称）市民総合交流センターに機能を引き継ぎ、

親子交流や総合相談の場の提供、子育て支援のネットワーク化を促進します。 

また、子育て支援施設の活用を促進し、身近な地域での相談場の充実を図ります。 

さらに、子育て応援サイト＆アプリ「ぽかぽかタウン」等、各種情報提供ツールについ

ては、わかりやすく使いやすいものとなるよう、必要に応じて内容の見直しを行います。 

 

主な事業 

 

事業番号 事業名 担当課 

121 子育て支援センター機能の充実 子育て相談センター 

122 地域子育て支援センターの充実 子育て相談センター 

123 子育て支援施設の整備 子育て相談センター 

124 子育て支援サービスに関する情報提供の充実 子育て相談センター 

125 学習機会を通した子育て支援情報の提供の充実 子育て相談センター 

126 利用者支援事業（保育コンシェルジュ）の実施 幼児課 
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施策４ ひとり親家庭の自立支援 

現 状 

本市では、ひとり親家庭については、児童扶養手当の支給をはじめ、医療費の自己負担

額助成や児童育成クラブの保育料の減免など、各種助成事業を実施しています。また、就

職や転職に有利な資格・技能の取得にかかる給付を行っており、経済的な自立を促進して

います。 

母子・父子自立支援員を配置し、様々な問題を抱えるひとり親家庭の相談支援を行って

います。近年は、家族からの暴力など緊急な対応が必要な場合や、相談内容が複雑化し、

関係機関との連携が必要な場合など、より総合的な支援が必要なケースが増加しています。 

ひとり親家庭の子どもについては、親の多忙さから、家庭で一人で過ごすことが多かっ

たり、親の社会的な孤立が子どもにも影響しやすい状況にあります。 

 

施策の方向 

ひとり親家庭の生活環境の向上を図るため、各種手当や助成等の経済的な支援を行いま

す。 

また、より複雑困難なケースにも対応できるよう、相談員のスキルアップや関係機関と

の連携を強化し、相談支援体制を充実します。 

 
 

主な事業 

 

事業番号 事業名 担当課 

127 児童育成クラブ保育料の減免 子ども・若者政策課 

128 児童扶養手当 子ども家庭課 

129 ひとり親家庭相談業務の充実 子ども家庭課 

130 日常生活支援事業の推進 子ども家庭課 

131 就労に関する支援の充実 子ども家庭課 

132 ファミリー・サポート・センター利用料助成 子育て相談センター 

133 ひとり親家庭の医療費助成 保険年金課 
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目標５ 社会全体で子育てを支援する環境づくり 

施策１ 地域の子育て力の向上 

現 状 

地域や社会全体で親子の学びや育ちを支えるため、地域の人材と連携して地域の歴史や

環境、スポーツなど、様々な体験事業を展開しています。 

「地域協働合校」では、市内の小学校に配置された地域コーディネーターが学校と地域

の架け橋となり、学校・家庭・地域が連携して体験授業や各種イベントを実施しています。 

ニーズ調査の市の子育てに関する取り組みで、評価できる事業については、「図書館等

の文化施設の整備」が最も高くなっています。子どもたちの学ぶ意欲を高める場である図

書館では、未就学児や小学生を対象とした絵本・紙芝居の読み聞かせ、人形劇、講演会な

どのイベント開催に力を入れ、子育て世帯から好評を得ています。 

施策の方向 

地域における多様な世代の人や子ども同士の交流、様々な体験活動の機会を提供し、地

域社会全体で子どもの豊かな育ちを支援します。 

事業の実施に際しては、子どもや子育て世帯、地域住民の参加促進に向け、積極的な啓

発活動や事業の充実を図ると共に、参加しやすいテーマの検討や親子で参加できる事業の

展開を検討し、子どもたちが様々なことに自ら興味をもって学ぶきっかけづくりを推進し

ます。 

また、読書を通じて親子の絆を深めたり、読書に親しむ生活習慣を形成するため、子ど

もたちが幼い頃から本に親しめる環境と、本への興味・関心を高めるきっかけづくりに取

り組んでいきます。 

主な事業 

事業番号 事業名 担当課 

134 こどもエコクラブの充実 くさつエコスタイルプラザ 

135 草津市こども環境会議の開催 くさつエコスタイルプラザ 

136 地域協働合校の推進 生涯学習課 

137 学習ボランティア登録の推進 生涯学習課 

138 スポーツ教室やイベントの開催 スポーツ保健課 

139 統合型地域スポーツクラブへの支援 スポーツ保健課 

140 遺跡や文化財の活用を通した学習の充実 歴史文化財課 

141 歴史資産を活かした体験機会の充実 草津宿街道交流館 

142 学校図書館支援事業 図書館 

143 学校支援活動事業 図書館 

144 子どもの読書活動推進事業（子ども対象） 図書館 

145 子どもの読書活動促進事業（一般対象） 図書館 

146 読書活動支援 図書館 
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施策２ 子育てと仕事の両立を支援するサービスの提供 

現 状 

０～５歳人口は減少傾向にありますが、共働き家庭の増加や保護者の勤務形態の多様化

に伴い、保育ニーズが高まっています。ニーズ調査の仕事と子育てを両立する上で必要な

ことについてみると、就学前児童、小学生ともに、「児童育成クラブや保育所（園）、認定

こども園等の整備」が最も高く、次いで「子どもや自分が病気やケガをした時に、面倒を

みてくれる人や保育サービスがあること」が高く、教育・保育事業の充実と合わせて、病

児・病後児保育事業や一時預かりなど、緊急時の保育サービスが求められています。 

また、延長保育や幼稚園の一時預かり、病児病後児保育等のサービスは、年々利用者が

増加傾向にあるサービスです。 

病児・病後児保育については、サービスの充実のみではなく、子どもが病気の際はそば

にいたい、という保護者の思いが尊重されるよう、仕事を休みやすい環境づくりなど社会

全体で取り組んでいく必要があります。 

ファミリー・サポート・センター事業では、サービスを提供する会員の確保に向けた効

果的な周知方法の確立が求められています。 

 

施策の方向 

 

仕事と子育ての両立をサポートしていくため、既存のサービスの活用を促進し、保護者

のニーズに応じた多様な保育サービスを展開します。 

また、保育ニーズの多様化に対応するため、病児・病後児保育事業の周知や一時預かり

事業の実施施設拡大を図ります。 

また、子育て世帯を地域で支援する体制として、ファミリー・サポート・センター事業

について、まちづくり協議会や町内会、各種団体へ広報周知を図り、利用者間のつながり

を広げ、積極的な活用につなげていきます。 

 

主な事業 

 

事業番号 事業名 担当課 

147 病児・病後児保育事業の充実 子ども・若者政策課 

148 ファミリー・サポート・センター事業の推進 子育て相談センター 

149 
認定こども園、保育所（園）で実施する特別保育事業の

充実 
幼児課 

150 預かり保育事業の実施 幼児課 

151 一時預かり事業 幼児課 
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施策３ ワーク・ライフ・バランスと雇用環境の充実 

現 状 

保護者が男女問わず主体的に子育てに向き合い関わっていくためには、長時間労働の改

善、育児休業や短時間勤務を取得しやすい環境づくりなど、いわゆるワーク・ライフ・バ

ランスの推進が必要です。 

しかし、ニーズ調査の父親の１週間あたりの就労時間をみると、父親の帰宅時間は、就

学前・小学生ともに、約半数が 21 時以降となっています。こうした父親の長時間労働の

現状等もあり、家庭内での家事・育児分担は難しい状況となっています。 

一方、企業などでは、国の進める働き方改革の影響もあり、長時間労働の抑制や年次有

給休暇の取得促進、男性の育児休業の義務化を始め育児休業を取得しやすく、職場復帰し

やすい環境の整備などを独自に進める企業も増えていますが、中小企業や小規模事業者な

どまでなかなか浸透していない実態があります。 

ワークライフバランスと雇用環境の充実は、行政のみの取り組みのみで実現することは

難しく、国や県、企業などと一体となって取り組んでいくことが必要です。 

 

施策の方向 

引き続き、市民に対して男女共同参画の意識啓発を行うとともに、企業に向けた働き方

改革やワーク・ライフ・バランスの推進に関する啓発を行い、意識の醸成を図ります。 

 

主な事業 

 

事業番号 事業名 担当課 

152 
男女共同参画による子育てを可能とする職場づくりの

ための啓発 
男女共同参画課 

153 
育児休業や子どもの看護休暇など各種制度の導入推進

啓発 
商工観光労政課 

 

 


